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学術会議物理学委員会活動報告と学術会議の全般状況
物理学委員会 （3⽉19⽇までに26期は11回開催）

（１）総会及び臨時総会における審議事項等の報告
（２）京都⼤学数理解析研究所専⾨委員会委員候補者の検討及び承認について
（３）我が国の学術の発展・研究⼒強化に関する検討委員会におけるプレゼンテーション実施報告
（４）物理学委員会全体としての分野俯瞰・横断的シンポジウム、カーボンニュートラルに関連して、

⽔素エネルギーに特化したシンポジウム開催準備経過報告
（５）各分科会における活動状況の報告
（６）その他 （含：学術振興構想のその後）



学術会議全般状況
法⼈化についての綱引きが相変わらず継続中、法⼈化への対応をめぐって、部ごとの差が⼤きく、
政府案準備中の内閣府と幹事会が直接交渉中 （詳細は画⾯のみ）



第三部、物理学委員会として、学術会議アクションプランの精神に則って
重要と判断される活動は法⼈化議論とは独⽴に実⾏
（特に次期科学技術イノベーション基本計画の決定と実施が迫っているので
その後第三部幹事会で出た資料を基に）



我が国の学術の発展・研究⼒強化に関する検討委員会も、すでに秋の発⾜以来6
回＋1回のヒアリングが開催され、次期科学技術イノベーション策定を意識して、
若⼿⼈材育成確保の問題、学術多様性の維持の視点で、議論の⽅向性をしぼり
つつある。

これと並⾏して、未来の学術構想についても、既掲載の提案の修正やグ
ランドビジョンへの付けたしの可能性など議論が進⾏中（詳細はまだ未
公開）


